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会員 ６０名 欠席 ９名 出席率 ７６.９２％ 

 
黒川元則 会⾧ 

皆さん、こんにちは。 
本日はクラブフォ－ラムとなっております。後程、家田財団
副委員⾧よろしくお願いします。 

さて、今朝例会に来る前に大変心温まる光景を目にしまし
たので、会⾧挨拶は考えて来ていたのですが、急遽内容を変
更してそのお話をさせて頂きたいと思います。 

 
私は普段例会に来る時は、車の運転があまり得意ではあり

ませんし、いつでも飲めるよう、だいたい電車で来ていま
す。今日は用があって少し早く来たのですが、近鉄蟹江から
電車に乗り、朝の大変込み合っている名古屋駅に着いた時、
30 代位の若いお母さんが目に留まりました。 
その方は子供を抱かえながら、荷物とベビーカーを降ろそう
としているのですが、ホームと電車の段差に少し困っている
様子でした。 

その時、近くにいた男子高校生がためらう事なくスッーと近
づき、ベビーカーを降ろすのを手伝い、更に階段で二階まで
運んで上げていたんです。それが本当に自然な動きで、その
姿を見て思わず胸が熱くなりました。 
自分が高校生の時は、もちろんこの様な事は出来ませんでし
たし、自分の子供や孫が同じ様に行動出来るだろうか?と、
色々と考えてしまいました。 
私はつい「最近の若い人は・・・」なんて言いますが、今の
若い世代もなかなか捨てたものじゃないなと思いました。 
 

ロ－タリーの奉仕と言うと、大きな事業や寄付活動を思い
浮かべがちですが、奉仕の原点はもっとシンプルな所にある
のかも知れませんし、うまく言えませんが、こうした心が皆
さんに中に息づいていけば、明るい未来につながる事と思い
ました。私もロ－タリーアンのひとりとして、さり気ない奉
仕を実践出来る存在でありたいと思います。 

 
今日はとりとめのない話になってしまいましたが、小さな

奉仕と言う事で話しを締め、本日の会⾧あいさつとさせて頂
きます。 
 

２０２５年 １１月 １７日（晴れ） 第３週 第２５２６回例会 

12 月1 日（第２５２７回） 
  担当   篠田耕伸 保健委員⾧ 
  演題   卓話「夜中、朝の足のつり。 

～身体からのSOS かも?～」 
          篠田耕伸 保健委員⾧ 

 
 12 月8 日（第２５２８回） 

  担当   山田朝子 プログラム委員⾧ 
  演題   卓話 



（幹事報告） 小倉廣三 幹事 
 
1. 次週11 月２4 日(月)は定款第7 条第1 節により休会

となります。次回例会は 12 月 1 日(月) 保健委員会
クラブフォーラムとなります。 

2. 11 月15 日（土）尾西RC 、創立70 周年記念式典に
参加いたしました。 

3. 清須 RC より、50 周年記念式典参加のお礼状が届き
ました。 

4. 国際ロータリー第2760 地区より、ロータリー財団年
次寄付優秀クラブ総額上位 5 クラブの表彰状ならび
に、ロータリー財団年次基金優秀クラブ会員一人あた
り上位5 クラブの表彰状が届きました。回覧させてい
ただきますので、ご覧ください。 

 

ご投函有り難うございます 
黒川元則 会⾧ 
  本日はクラブフォーラム、家田財団副委員⾧よろしくお

願い致します。 
東海さん、先日はありがとうございました。感謝。 

中澤浩一 副会⾧ 
1. 今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団

副委員⾧よろしくお願いいたします。 
2. 最近、風邪やインフルエンザがはやっています。 

手洗い・うがいをしっかりしましょう。 
小倉廣三 幹事 
  今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委

員⾧よろしくお願いいたします。 
中島英之 君 
  還暦のお祝いをしていただき、ありがとうございました。 
大竹敬一 君 
  ポリオ寄付、皆さんありがとうございます。ポリオ基金

から不明金を投函します。 
家田安啓 君 
  還暦ゴルフ、ブービー賞をいただきました。本日は、卓

話をさせていただきます。 
加藤春視 君 
  くじ引きエントリー代をお支払い致しました。 

山田朝子 君 
  横井さん、いつもほし柿ありがとうございます。竹田さ

ん、早くご回復されますように。 
武井正 君 
  地区大会にて、ポリオ募金のご協力ありがとうございま

した。 
田中正博 君 

1. 今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団
副委員⾧よろしくお願いいたします。 

2. ニコボックス委員会のみなさんお疲れ様です。 
後藤裕一 君 

今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委
員⾧よろしくお願いいたします。 

大西晃弘 君 
今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委
員⾧よろしくお願いいたします。 

北川裕士 君 
今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委
員⾧よろしくお願いいたします。 

山田広明 君 
今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委
員⾧よろしくお願いいたします。 

鈴村輿左衛門 君 
今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委
員⾧よろしくお願いいたします。 

黒野晃太郎 君 
今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委
員⾧よろしくお願いいたします。 

木内友也 君 
  今日はクラブフォーラムです。家田ロータリー財団副委

員⾧よろしくお願いいたします。 
板津和博 君 
  ニコボックス委員会のみなさんお疲れ様です。 
伊藤英毅 君 

最近、風邪やインフルエンザがはやっています。 
手洗い・うがいをしっかりしましょう。 

浅野世志雄 君 
最近、風邪やインフルエンザがはやっています。 
手洗い・うがいをしっかりしましょう。 

服部竜也 君 
最近、風邪やインフルエンザがはやっています。 
手洗い・うがいをしっかりしましょう。 

水野安紀 君 
最近、風邪やインフルエンザがはやっています。 
手洗い・うがいをしっかりしましょう。 

水野眞 君 
  転んだキズは大きいのに、歩く力は残っていて不幸中の

幸いでした。 
横井久雄 君 
  庭でとった柿を吊るしました。異常な暑さもあり小ぶり

です。食後のデザートとしてご賞味ください。 
 
 

合 計 ４６，０００円 
 



 
 

【ニコボックス賞】 
・有限会社 ⾧谷川防災「防災グッズ」 

 
 
委員会・趣味の会報告  

ゴルフ部会 服部竜也君 
ゴルフ部会からのお知らせです。 
12 月4 日木曜日に今年最後の忘年ゴルフコンペが開催され
ます。FAX でもご案内を送らせていただいておりますの
で、出席の方をよろしくお願いいたします。 
開催場所は桑名カントリーです。その後、忘年会も開催しま
すので、ゴルフをやられない方も、ぜひ、こちらの忘年会の
方には参加をしていただけたらなと思います。よろしくお願
いいたします。 
 

ロータリー財団副委員⾧ 家田 安啓君 
 

皆さん、こんにちは。 

本日の卓話内容は、10 月 9 日に開催された「ロータリー財
団月間 卓話のための勉強会」にて使用された資料に沿って進
めてまいります。 

まず、ロータリー財団の使命は、会員が人々の健康改善、 
教育の向上、環境保護、貧困の解消を通じて、世界理解・親
善・平和を達成できるようにすることです。非常に崇高な目
的を掲げられておりますので、その目的を改めてご確認いた
だければと思います。 

 
■国際ロータリーとロータリー財団の関係性 

国際ロータリーは、皆様からの人頭分担金によって運営さ
れています。一方、ロータリー財団は、寄付のみを財源とし
て活動しています。 

2023-24 年度の人頭分担金は、1 人あたり75 ドル、会員
数 120 万人で 約 9,000 万ドル（約 134 億円） が RI の年
間運営資金となっています。一方、財団は「年次基金:1 億
5,000 万ドル」「ポリオプラス:1 億5,000 万ドル」「恒久基
金:1 億 4,000 万ドル」「その他寄付:6,000 万ドル」の寄
付が目標となっています。 
 
■ロータリー財団の重点分野 
 ロータリー財団は、奉仕事業を以下の7 つに分類し、重点
分野として推奨しています。 
 

1. 平和構築と紛争予防 
2. 疾病予防と治療 
3. 水と衛生 
4. 母子の健康 
5. 基本的教育と識字率向上 
6. 地域社会の経済発展 
7. 環境保全 

 
■ロータリー財団からの4 つのお願い 

財団からクラブや会員への主なお願いは次の4 点です。 
 

1. 寄付のお願い 
2023-24 年度の財団支出は 3 億4,700 万ドル。このうち

約 87% がプログラム・補助金・運営費 に充てられていま
す。2025-26 年度の地区目標は「年次基金:1 人 150 ドル
以上」「ポリオプラス:1 人30 ドル以上」「恒久基金:1 クラ
ブ1,000 ドル以上」となり、当クラブは年次基金・ポリオプ
ラスは既に達成済みですが、恒久基金が未達とのことですの
で、ぜひご協力をお願いできればと思います。 

ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム 

ニコボックス投函推進日 



1988 年以降、症例数は 99.9%減少していますが、完全根
絶には至っていません。2025 年1 月から8 月時点で報告さ
れている症例数は、パキスタンで 21 名、アフガニスタンで
3 名と合計24 名となります。2024 年には治安悪化などの影
響で症例が増加し、99 名の報告がありました。ロータリーは
引き続きポリオ根絶を最重要課題として取り組んでいます。
根絶活動にはロータリアン一人ひとりの寄付が活動の支援に
なります。引き続きご協力をよろしくお願いします。 

 
2. 補助金を活用した奉仕事業 
 寄付された年次基金の元金と恒久基金の運用益は、地区補
助金（DDF） と グローバル補助金（GG） としてクラブへ
戻ってきます。 
地区補助金については、多くのロータリアンが汗を流して行
う、地元や海外での小規模で短期間の活動であり、当クラブ
はこれまでもカンボジア、ベトナム、台湾など、積極的にグ
ローバル補助金を活用しています。26-27 年度の当クラブの
申請可能額は3,434 ドル（約50 万円）との見込みですので、
ぜひ、また来年度稲垣会⾧ベースに活用していただきたいと
思います。 
 
3. 奨学生の紹介 
 ロータリーには米山奨学生とは異なる、3 つの奨学制度が
あります。海外大学院に進学する学生を対象とした「グロー
バル補助金奨学生」、世界平和と紛争予防の担い手を育成する
「ロータリー平和フェロー」、そして今年度から新設奨学金制
度として設けられた「地区補助金奨学生」。幅広い人材育成プ
ログラムが実施されていますので、皆様の周りで『海外で頑
張りたい』という該当者の方がいらっしゃいましたら、ご紹
介いただければと思います。 
 
4. ロータリーカード入会のお願い 

このカードは、ロータリアンしか持つことができません。
カード会社の手数料の中から 0.3%がポリオ寄付に充てられ
るという素晴らしいカードとなります。例えば、カードで 2
万円のショッピングをしますと、0.3%で60 円が自動的に寄
付されます。60 円はポリオワクチン1 人分です。つまり、こ
の寄付によって1 人の子どもが助かります。カードの種類と
しては、マスターカードとダイナースカードがあります。海
外でこのカードを使うと、信用がアップするともいわれてい
ます。是非、お申し込みをご検討ください。 

 
今後も皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

地区資金推進委員会 武井 正君 

今年度より地区資金推進委員会に出向しております武井で
す。地区からの依頼事項につきましては、家田副委員⾧より
すでにご説明いただいておりますが、11 月時点での状況をご
報告いたします。 

 
まず ポリオプラス寄付につきましては、今年は鈴木ガバナ

ーの方針により「1 人30 ドルから40 ドルへ引き上げ」の要
請が出ています。その中で、あまRC はすでに1 人当たり50
ドルを超える寄付額を達成しており、非常に優秀な成績とな
っています。 

一方で年次基金については、事務局より送金手続きを進め
ていただいておりますが、昨年、一昨年のように「地区1 位」
を目指すには、もう少し寄付の積み上げが必要とされていま
す。他クラブでは、会員 51 名で 16,405 ドルをすでに寄付
している例もあります。あまクラブは会員 62 名で 1 万ドル
強という状況のため、さらなるご協力をお願いしたいところ
です。 

 
また、ロータリーカードについても、多くの皆様にご入会

いただきたいです。利用額の一部が自動的に寄付となります
ので、例えばIDM や、食事、ゴルフ等の支払いにぜひロータ
リーカードをご利用ください。キャッシュレス化の時代です
ので、新たな寄付の形としてご活用をしていただければと思
います。 

 
 
 
 
 

マスターカード     ダイナースクラブカード 
スタンダード（個人）       クラブ用 



日  時  令和７年１１月１４日 金曜日 
場  所  レイクグリーンゴルフ倶楽部／志ら玉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

還暦ゴルフコンペ2025＆祝宴 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日  時  令和７年１１月２０日 木曜日 
場  所  名鉄グランドホテル 18 階 「アイリス」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 週報ロータリーの歴史 

【No.8】 
 ニコニコ箱は、日本各地のクラブで、ニコニコ・ボックス、

スマイル・ボックスなどと呼ばれて、これが設置されて 
いないクラブはありません。 

  
海外のクラブでも設置しているのが通例ですが、日本の 
クラブでは1936 年（昭和11 年）に大阪クラブでニコ 
ニコBOXとして始まって以来、続けられている習慣です。 

 本来は、個人的に嬉しかったこと、喜ばしいこと、誕生日、 
何かの記念日など、また会社の創立記念日や事業拡張記 
念など、何かにつけてBOX に善意のお金を納めたもの 
をいいます。 
通例では拠金に強制はありませんが、地域社会に役立つ 
社会奉仕活動など使用されます。当クラブでは毎年300 
万という金額がクラブ運営資金として一般会計に入れら 
れます。ところがこの制度が始められたのは、1905 年 
の第3 回例会であって、それを｢ファインボックス｣と 
いったそうです。 

 

第65 回 ワインフォーラム 


